
MIS34-08 会場:414 時間:5月 2日 16:15-16:30

ケイ藻ケイ酸殻の微量元素と南太洋のセディメントトラップ観測
Incorporation of trace elements by diatom frustules: Significance of sediment-trap obser-
vation in the Southern Ocean
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近年、演者はセディメントトラップ試料の希土類元素の研究を通して、ケイ藻ケイ酸殻には、ケイ酸イオンの他に、➀
ケイ酸-金属錯体、➁アルミノケイ酸塩をも吸収されることを明らかにした。そして、ケイ藻が希土類元素の海洋物質循
環、アルミノケイ酸塩の可溶化に影響を与えている可能性を指摘した（Akagi, 2013; Akagi et al., in press）。そして、これ
らはネオジムの同位体比の観測結果と整合的であり（Akagi et al., in press）、ほぼ証明されたと考えている。世界の研究
者に新たな知識として受け入れられるためには、ベーリング海は特殊海域と見なされる傾向があり、南太洋での研究が
必要である。

　➀のケイ藻ケイ酸殻が希土類元素を吸収するというアイデアは、希土類元素のケイ酸錯体をケイ藻が摂取する理論が
海洋表面の希土類元素濃度を良く説明することから生まれた（Akagi, 2013）。この理論は、ベーリング海の調査では、➁
のケイ藻が同時に吸収するアルミノケイ酸塩粒子によって軽希土類元素のデータが乱され、その影響の少ない重希土類
元素に適用が限られてきた。この理論は南太洋のように陸起源物質の混入が少ない理想的な海域で最もきれいに証明さ
れるだろうと期待している。理論の完成には、南太洋のセディメントトラップ調査が求められる。
　
　希土類元素の中のネオジムの同位体比は氷期-間氷期の変動と連動していることを考えると、ケイ藻は何らかの方法

で海洋ネオジムの同位体比に影響を与えている可能性がある。この“何らかの方法”を明らかにすることは、ネオジム
の同位体比変動を正しく捉えることに直結し、氷期-間氷期変動研究において最も中心的な意義と考えている。
　
　ところで、海洋の微量元素化学においてケイ藻は全く考慮されていない。海洋において、2価の金属元素の一部と 3

価の金属元素のほぼ全てはケイ酸錯体で存在することが予想され、ケイ藻ケイ酸殻に効率的に吸収される可能性が高い
と考えられる。南太洋においてケイ藻の役割を正しく理解し、他の元素の循環への影響を考察することも、研究の大き
な意義である。
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